
第
十
三
巷
　
　
紹

　
　
醗
敷
韓
腓
吉
利
支
丹
載
義
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
進
吉
著

　
本
書
は
東
洋
文
庫
塞
翁
に
係
る
文
隷
元
年
天
草
耶
蘇
會
學
林
患

版
の
羅
馬
字
綴
り
の
b
o
警
営
餌
Ω
副
勢
＄
口
を
新
た
に
國
宇
に
書

改
め
た
も
の
を
一
回
ミ
し
、
前
に
そ
の
原
本
の
解
説
ミ
考
謹
を
爲

し
、
後
に
そ
の
用
語
に
關
す
る
研
究
を
附
し
た
も
の
で
、
猫
ほ
別

滞
ミ
し
て
凛
本
全
部
の
實
大
坂
瑠
版
複
製
本
を
添
へ
て
あ
る
。
其

内
、
用
語
に
回
す
る
研
究
は
著
者
專
攻
の
三
三
墨
の
方
面
か
ら
詳

細
且
つ
興
味
あ
る
考
察
が
な
さ
れ
て
あ
っ
て
、
露
語
學
研
究
者
、

吉
利
支
丹
研
究
者
等
に
稗
盆
を
與
へ
る
こ
ミ
鮮
少
で
な
い
。
（
菊
版

假
、
本
編
三
五
二
頁
、
東
京
東
洋
文
庫
心
行
、
優
十
二
圓
）

　
　
　
亀
町
書
類
從

　
群
書
類
從
が
多
鍬
の
且
つ
貴
重
な
る
古
文
獣
を
網
羅
し
て
吾
人

に
提
供
し
學
界
に
多
大
の
寄
與
を
罰
し
て
み
る
事
は
今
更
喋
々
を

、
要
せ
ぬ
事
で
あ
っ
て
、
從
來
刊
行
さ
れ
た
事
も
撒
回
に
及
び
、
改

訂
櫓
補
き
れ
た
所
も
あ
っ
た
が
、
未
だ
完
本
ε
は
幽
す
る
こ
，
こ
を

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
四
四
　
（
四
千
六
）

得
な
い
も
の
で
あ
る
．
。
之
に
依
っ
て
此
度
内
外
書
籍
株
式
會
祉
は

上
阻
萬
年
、
和
砂
嚢
書
、
藤
弾
乙
男
、
三
浦
周
行
、
新
村
繊
、
幸

田
成
行
，
辻
善
之
助
、
藤
村
作
の
諸
博
士
を
監
修
、
三
上
参
次
、

黒
板
勝
美
の
二
配
達
を
顧
問
に
椰
ぎ
、
多
生
の
墨
者
に
編
輯
を
依

頼
一
て
幾
多
の
善
本
を
集
め
て
嚴
密
に
絞
訂
し
且
つ
簡
明
な
ろ
解

題
及
び
詳
細
な
る
索
引
を
附
し
て
利
用
に
便
に
し
、
新
校
群
霞
類

從
ミ
題
し
て
刊
行
す
る
こ
ミ
蕊
な
っ
た
の
は
眞
に
三
界
の
慶
事
ミ

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
去
る
五
月
第
一
回
配
本
を
回
し
、
以
後
侮
月

一
班
づ
エ
刊
行
し
て
二
十
四
ク
月
を
以
て
完
結
す
る
豫
定
で
あ
る

（鼎

}
版
、
特
茄
製
六
一
園
、
　
上
湘
製
五
圓
悶
、
　
東
…
兄
内
外
畿
胤
耕
株
「
式
倫
興
耽
嚢

行
）
〔
以
上
松
野
〕

　
　
囎
研
究
小
鋒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
博
士
　
内
藤
虎
次
郎
著

　
本
書
は
著
者
自
ら
一
名
を
支
那
學
叢
考
噛
こ
命
名
せ
ら
れ
て
あ
る

通
り
全
巻
何
れ
も
支
那
墨
閥
係
の
論
文
の
み
で
書
名
は
甚
だ
謙
遜

せ
ら
れ
て
は
あ
る
が
、
内
容
は
永
く
識
者
に
讃
ま
る
べ
き
名
篇
で

あ
る
。
牧
む
る
所
は
主
ミ
し
て
難
誌
「
支
那
學
」
に
嘗
て
掲
載
せ
ら

れ
し
論
文
札
記
に
し
て
、
之
に
他
の
難
誌
、
輩
行
本
等
に
載
せ
た
る



も
の
を
附
載
し
て
あ
る
。
殊
に
慣
値
高
き
は
研
究
の
方
法
論
に
蘭

す
る
論
文
に
し
て
「
支
那
古
典
學
の
研
究
法
に
就
き
て
」
は
そ
れ
で

あ
り
、
「
樹
軌
範
疑
」
、
「
爾
雅
の
新
研
究
」
、
「
易
疑
」
の
如
き
は
專

ら
本
文
研
究
を
試
み
て
そ
の
史
料
ミ
し
て
の
即
値
を
鮮
明
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
「
概
評
こ
朝
鮮
樂
、
こ
の
關
係
」
、
「
章
實
齋
先
生
年

譜
」
，
「
朗
適
之
の
新
著
章
實
齋
年
譜
を
軋
む
」
、
「
盛
伯
義
祭
酒
」
、

「
盛
伯
義
遺
事
」
、
「
冨
岡
氏
野
並
砂
王
捨
鞭
残
巻
し
、
㎝
、
転
造
法
式
の

新
印
本
し
、
．
「
蕎
妙
本
翰
苑
に
就
き
て
」
，
「
聖
武
天
皇
震
翰
雑
集
」
、

「
正
倉
院
奪
藏
乱
雑
妙
本
に
就
き
て
」
，
こ
前
述
の
三
篇
噛
こ
合
計
十
三

篇
を
以
て
本
文
－
、
・
し
、
附
録
・
こ
し
て
「
支
那
に
於
け
る
史
の
起
源
」

「
禺
貢
製
作
の
時
代
」
、
「
拉
薩
の
唐
蕃
會
盟
碑
」
ミ
前
述
の
方
法
論

の
文
の
四
篇
を
附
載
す
、
擁
ふ
る
に
坂
石
版
を
以
て
拠
毬
樂
所
用

の
馳
樋
門
、
圓
祉
所
用
の
毬
門
、
章
實
齋
先
生
筆
蹟
、
盛
伯
毅
祭

酒
筆
蹟
、
富
岡
整
磁
唐
妙
王
勃
集
残
巻
、
螢
造
法
式
、
西
高
辻
男

雷
雲
藏
蕉
略
本
輸
苑
残
巻
、
聖
武
天
皇
震
翰
墨
集
、
嫌
疑
皇
后
御

書
社
家
立
成
艦
書
要
略
、
慶
雲
砂
本
郷
勃
集
詩
序
、
長
慶
二
年
高

蕃
會
盟
碑
拓
本
等
＋
三
葉
の
心
寄
を
挿
ま
れ
た
こ
，
こ
は
、
讃
む
者

に
は
蟹
に
興
味
の
多
い
こ
ミ
で
あ
る
。
（
菊
版
三
百
四
十
二
頁
、
京

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
紹
　
　
　
　
介

都
弘
文
逆
襲
行
、
儂
四
而
○
○
圓
）

　
　
趣
四
　
繹
　
館
　
則

嚢
に
内
藤
博
士
還
暦
覗
賀
會
の
催
さ
る
る
や
、
博
士
は
記
念
事

業
の
満
面
を
京
都
帝
國
大
嘘
文
墨
部
東
洋
史
．
研
究
室
に
寄
贈
せ
ら

れ
、
東
洋
史
墨
の
進
蓮
に
貢
調
す
べ
き
事
業
途
行
を
希
望
せ
ら
れ

た
。
本
書
は
此
の
趣
旨
に
感
づ
き
頓
田
教
授
が
苦
心
の
末
に
刊
行

せ
ら
れ
直
る
遅
退
の
貴
重
な
る
史
籍
で
、
上
下
二
巻
よ
り
成
る
。

　
明
の
四
夷
館
、
清
の
男
盛
館
に
つ
き
て
は
茸
山
其
の
建
設
滑
革

典
制
の
詳
細
を
総
揺
記
述
し
た
る
文
選
無
く
斯
界
の
學
者
皆
之
を

求
め
て
志
ま
ざ
る
勢
で
あ
っ
た
。
然
る
に
故
富
岡
謙
藏
氏
所
藏
叢

書
文
菅
の
中
に
壌
定
館
則
S
新
壌
館
則
「
こ
講
ふ
二
篇
の
文
獣
あ
り

そ
の
序
文
に
徴
し
明
の
嘉
靖
二
＋
二
年
、
萬
暦
四
＋
年
、
崇
頑
三

年
の
三
度
の
壌
輯
に
よ
り
郭
豊
の
館
則
よ
り
綾
櫓
語
脈
、
壌
定
館

則
ぐ
」
槍
精
し
た
る
を
知
る
べ
く
、
富
岡
家
所
藏
の
も
の
は
許
三
禮

霧
維
翰
の
手
に
よ
り
第
四
吹
の
櫓
補
を
加
へ
ら
れ
た
る
も
の
に
し

て
、
館
の
文
獣
漣
減
し
て
知
る
べ
か
ら
ざ
る
を
患
ひ
、
臨
く
文
献

に
考
へ
て
選
何
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
凡
そ
課
館
の
事
項
を
研
究

す
る
に
量
り
本
書
が
費
重
な
る
こ
ε
は
申
す
ま
で
も
な
し
，
今
同

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
四
五
　
（
四
入
七
）



纂
十
三
巻
　
　
紹

介

の
重
刊
に
寄
り
て
は
カ
め
て
原
本
の
膿
載
を
存
し
分
艇
、
擦
行
、
察

絡
等
全
く
蔭
襟
を
保
ち
、
唯
厭
本
の
｝
面
九
行
十
九
字
を
十
二
行

二
十
五
字
書
改
め
た
る
の
み
、
東
洋
史
の
研
究
に
志
す
士
に
は
必

ず
坐
右
に
↓
本
を
備
へ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
吾
入
は
斯
の
如
き

貴
重
な
る
史
籍
の
刊
行
を
醗
し
、
ま
た
刊
行
に
つ
い
て
の
胴
田
博

士
の
勢
に
干
し
て
は
感
謝
に
堪
へ
ぬ
。
　
（
京
都
帝
國
大
回
文
墨
部

東
洋
史
研
究
室
弱
行
、
取
次
販
頁
店
京
都
彙
文
堂
書
荘
、
償
五
圓
）

　
　
爾
狩
野
澱
授
還
暦
記
念
支
那
學
論
叢

　
我
が
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
創
立
黒
酒
・
．
o
り
教
授
出
し
て
墨
界

の
爲
貢
献
せ
ら
れ
た
る
文
塾
博
士
狩
野
直
喜
氏
が
昭
和
三
年
二
月

十
一
日
を
以
て
華
甲
の
初
度
に
値
は
れ
し
を
以
て
、
豫
而
昨
年
春

頃
よ
り
記
念
論
断
集
を
編
し
て
購
呈
せ
む
ミ
す
る
計
叢
あ
り
し
が

今
そ
の
登
刊
を
見
る
に
至
り
し
は
、
蕾
に
同
僚
友
入
門
生
の
美
し

き
至
情
の
獲
現
、
こ
し
て
慶
す
べ
き
も
の
た
る
の
み
な
ら
す
、
我
が

支
那
學
の
黒
幕
に
寄
與
せ
し
鮎
よ
り
見
て
も
竈
に
慶
賀
す
べ
き
こ

ミ
で
あ
る
。
本
書
は
則
ち
そ
の
論
文
集
に
し
て
三
十
三
家
の
金
玉

の
篇
什
を
億
を
叙
し
て
緋
印
し
た
る
も
の
そ
の
題
目
、
こ
筆
者
は

第
三
醗
　
　
一
四
六
　
（
四
入
入
）

、
、
瓢
襲
彦

　
一
i
ド
　
＝
つ
　
・
甑
’

「
擬
策
｝
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士

…
、
回
書
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士

一
、
支
那
古
代
の
明
器
嫉
に
象
人
に
戴
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
国
士

一
、
穆
天
子
傳
考
　
　
　
　
　
　
　
　
理
博
樽
士

一
、
鍾
態
金
人
に
つ
き
て
　
　
　
　
　
交
學
博
士

【
、
稗
　
販
　
錐
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士

安
井
小
太
鄭

内
藤
虎
次
鄭

高
瀬
武
次
郡

松
本
文
三
鄭

ト
H
　
　
張
脅

　
　
　
》
三
、
ざ

Z
メ

藤
田
　
塑
入

小
柳
琵
琶
太

…
、
支
那
の
孝
甦
殊
に
法
律
上
よ
り
魏
れ
る
支
那
の
孝
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
桑
原
　
騰
臓

皿
、
カ
ン
ト
に
於
け
ろ
敬
ぜ
程
朱
に
於
け
る
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
藤
井
健
治
郡

一
、
三
囲
九
叩
頭
の
禮
に
就
い
て
　
　
交
學
薄
士
　
矢
野
　
仁
…

…
、
春
秋
長
暦
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
博
士
薪
城
癬
蕪

一
、
易
の
十
三
に
封
ず
る
疑
問
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
宇
野
　
哲
人

一
、
王
朝
時
代
に
於
け
ろ
博
士
三
田
用
チ
コ
ト
黙
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
露
博
士
　
吉
澤
　
義
期

一
、
邸
の
字
音
定
問
の
語
原
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
離
村
　
　
寓

…
、
沈
休
交
年
譜
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
鈴
木
　
虎
雄

一、

ﾞ
繍
畢
話
三
國
志
に
就
て
　
　
　
丈
學
搏
士
盤
谷
　
混



一
、
芝
之
管
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
名

一
、
唐
朱
時
代
の
蕪
園
の
組
織
並
に
其
の
聚
落
ミ
し
て
の

　
嚢
達
に
就
吾
て
　
　
　
　
　
　
　
二
二
博
士
　
加
藤

一
、
鼎
ミ
鶴
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
績
田

一
、
維
學
叢
濃
學
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
空
士
　
本
田

｝
、
元
朝
の
漢
丈
明
に
封
ず
ろ
態
度
　
文
學
搏
士
　
崩
田

｝
、
致
字
の
訓
話
為
論
じ
て
中
江
藤
樹
の
學
説
に
及
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
虫
垂
加
藤

　
、
母
野
に
於
け
る
馬
長
の
地
位
に
踊
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
佐
藤

一、

骼
q
の
窮
理
論
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士

一
、
漢
石
維
論
語
鰻
字
孜
　
　
　
　
　
文
學
士
　
武
内

一
、
南
北
曲
源
流
考
　
　
　
　
　
　
　
文
學
ま
　
青
木

一
、
大
雅
丈
王
嘉
詩
の
二
三
の
解
繹
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
三
士
　
岡
崎

｝
、
小
訊
家
の
正
統
論
　
　
　
　
文
學
士

一
、
高
宗
形
日
の
異
丈
に
就
き
て
　
　
文
學
士

艀
一　域1耕

亨之作繁
盛

　
　
殻
涯

澤
野
章
之
助

　
　
義
雄

　
　
正
児

　
　
文
夫

倉
石
武
四
耶

御
田
喜
一
郎

一
、
　
圃
犀
P
臥
（
β
昌
O
塊
O
ζ

｝
、
い
8
Ω
≦
話
8
。
・
傷
5
Ω
一
〇
以
ぎ
σ
q
p
二
、
一
、
c
三
臼
回

　
第
十
三
巻
　
　
紹
　
　
　
介

ω
覧
奉
写
轡
？
、
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
9
三
U
①
ヨ
欲
く
田
①

　
　
　
、
同
b
日
（
二
（
（
メ
ゑ
ご
比
津
角
。
ノ
．
碧
、
暦
仁
σ
q
。
二
〇
．
．
民
）
、
o
－
凌
ヨ

　
　
　
器
嵩
今
一
．
一
目
裳
三
「
㊦
　
　
　
　
　
　
　
　
と
・
O
目
お
昌
。
閣
回
き
臼

　
　
　
、
0
9
ざ
巽
主
面
、
巴
§
臓
⊆
二
）
…
0
8
＝
鴛
一
窪
　
　
　
≧
o
ぎ
ご
。
，
累
。
蕊
ξ
・

　
本
書
は
大
判
一
千
醗
頁
の
箆
欝
に
し
て
巻
首
に
は
狩
野
博
士
還

暦
の
照
像
を
掲
げ
、
次
に
は
講
演
及
講
義
、
既
刊
文
の
二
項
に
分

類
し
て
鵜
野
博
士
著
作
目
録
を
掲
げ
て
あ
る
。
各
論
文
の
内
容
の

梗
概
を
紹
介
せ
む
こ
S
は
紹
介
者
の
最
も
本
懐
ミ
す
る
所
な
れ
，
こ

も
紙
幅
に
限
あ
り
、
暫
ら
く
目
を
記
し
て
大
方
の
閲
讃
を
鋤
む
る

に
留
め
る
。
　
（
京
都
弘
丈
堂
獲
行
、
償
八
・
五
〇
圓
）

　
　
盤
道
家
の
思
想
ご
其
の
開
展
　
津
田
左
右
吉
著

　
本
書
は
東
洋
文
庫
論
叢
の
第
八
班
ミ
し
て
嚢
議
せ
ら
れ
た
る
大

舗
六
百
餓
頁
の
大
嘘
で
あ
る
。
全
巻
五
篇
に
分
れ
第
一
篇
は
道
家

の
典
籍
を
考
覆
し
て
老
子
蕪
子
懇
氏
春
秋
灘
南
子
列
子
の
本
丈
を

論
じ
、
第
二
篇
に
老
子
の
思
想
ミ
其
の
淵
源
を
探
究
し
、
第
三
篇

に
老
子
の
後
の
思
想
界
を
概
回
し
て
三
子
法
家
名
家
墨
家
、
享
樂

養
生
思
想
陰
腸
五
行
説
を
論
じ
、
第
四
篇
に
道
家
の
思
想
の
開
展

を
観
て
仁
義
禮
樂
の
否
認
、
養
鑑
読
及
び
生
．
死
掛
、
虚
艀
無
爲
の

　
　
　
　
　
　
　
第
∬
號
　
　
一
四
七
　
（
囚
八
九
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
紹
　
　
　
介

心
境
、
知
に
幽
す
る
考
察
及
び
齊
物
論
，
天
人
の
關
係
及
ひ
宇
宙

観
、
文
化
観
政
治
観
を
考
へ
、
第
五
篇
に
漢
書
の
思
想
界
に
及
ぼ

せ
る
道
家
の
影
響
を
観
、
そ
の
研
究
の
方
針
は
思
想
そ
の
も
の
の

開
展
に
よ
り
て
そ
の
思
想
を
深
め
叉
は
葵
月
せ
む
一
こ
し
た
る
内
的

蓮
動
、
他
の
墨
派
の
所
詮
や
…
般
思
想
界
潮
流
ε
の
容
量
を
調
査

す
る
を
目
的
ミ
し
，
此
の
思
想
ε
支
那
入
の
雪
盲
生
活
若
く
は
民

族
性
ミ
の
鼻
繋
を
考
へ
む
一
こ
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
支
那
古
介
を

通
す
る
此
の
思
想
界
に
於
け
る
趨
勢
を
論
述
し
た
る
も
の
¶
こ
し
て

支
那
學
研
究
者
は
一
嘗
閲
讃
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
（
東
京
、
財

團
法
人
東
洋
文
庫
刊
行
）
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憎
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州
目
剛
。

目
。
巻
　
σ
コ
【
昆
8
第
…
冊

　
本
書
は
豫
て
歓
文
を
以
て
邦
人
の
東
洋
研
究
の
三
三
を
公
に
し

以
て
世
界
の
墨
界
の
進
蓮
に
貢
献
せ
む
ε
計
講
中
な
り
し
東
洋
文

庫
の
事
業
が
そ
の
實
行
の
端
緒
に
入
り
し
も
の
に
し
て
牧
む
る
所

の
論
文
は
概
ね
嘗
て
邦
文
を
以
て
三
界
に
獲
表
せ
ら
れ
た
る
も

の
に
更
に
口
塘
補
・
を
．
加
へ
九
る
も
の
で
あ
ワ
る
。
血
口
鳥
庫
士
ロ
博
士
の

　
　
　
　
　
　
　
纂
三
號
　
　
一
四
入
　
（
四
九
〇
）

〉
汐
義
）
ミ
ご
二
ぎ
づ
一
一
霧
囚
お
ぎ
昌
弓
（
周
囚
曽
ε
】
9
　
濱
田
耕
作
博

士
の
］
出
養
琴
、
巳
ヲ
、
○
昌
、
舞
急
団
○
ぎ
曙
切
。
諺
◎
ぼ
伸
｝
6
ω
ぎ
○
「

夢
。
守
殿
O
磐
一
斤
ハ
ニ
　
加
藤
繁
博
士
の
》
ω
家
α
写
8
爵
Φ
ω
舞
箒

切
～
夢
。
同
）
っ
嵩
、
一
、
o
拷
。
『
チ
Φ
団
p
p
U
§
霧
9
　
橋
本
喰
吉
開
士
の

○
愚
コ
。
；
δ
O
o
8
℃
霧
。
・
の
四
篇
は
影
響
、
鳥
居
龍
藏
博
士
の

ぴ
霧
U
o
百
。
塁
皆
貯
○
○
お
Φ
の
一
篇
は
誓
文
を
以
て
記
述
さ
れ

て
あ
る
が
、
加
藤
博
士
の
漢
代
の
算
賦
の
研
究
は
嘗
て
本
誌
に
掲

載
せ
ら
れ
た
る
こ
ε
讃
者
諸
彦
の
記
憶
に
今
倫
ほ
新
な
る
所
で
あ

ら
う
ミ
思
は
れ
る
が
、
本
書
に
於
て
は
更
に
考
獲
を
加
へ
ら
れ
て

あ
る
大
判
一
百
鍛
頁
の
懸
子
で
そ
の
挿
入
職
版
も
極
め
て
鮮
明
で

あ
り
、
從
來
邦
文
が
歓
・
米
墨
者
に
疎
ま
れ
勝
な
り
し
爲
我
國
に
於

け
る
東
洋
學
研
究
の
程
度
が
世
界
的
の
も
の
な
る
に
係
ら
す
、
動

、
こ
も
す
れ
ば
國
際
的
に
な
ら
ざ
り
し
動
乱
を
補
ひ
、
我
が
邦
東
洋

學
界
の
旧
慣
を
世
界
的
に
三
三
す
る
手
段
「
こ
し
て
實
に
適
當
な
る

施
設
な
り
ミ
謂
ふ
べ
く
、
想
ふ
に
東
洋
文
康
が
三
界
に
貢
献
す
る

功
績
は
蕾
に
我
が
東
洋
墨
の
三
三
を
三
一
す
る
の
み
に
留
ま
ら
ぬ

で
あ
ら
う
。
（
東
京
、
財
團
法
人
東
洋
文
庫
刊
行
）
〔
三
三
那
波
〕


